
【戯曲募集】 

 

《ナビイチリーディング》では、10 月 30 日（月）の第三回

目開催に向けて、ブラッシュアップを希望する戯曲を募集し

ます。既に上演したものでも構いません。短編、中編、長編、

応相談です。但し、当日お越しになれる方に限ります。地域

の第一線で活躍する俳優によるリーディング上演をした後、

ゲスト劇作家を迎えたディスカッションで、あなたの戯曲の

新しい魅力を発見します。エントリーは無料です。詳細は HP

などをご参照ください。応募多数の場合は、きちんと読んだ

うえで、取り上げる戯曲を選考いたします。ぜひともご応募

ください。（10 月分の応募締め切りは、９月 18 日） 

＊詳細については、日本劇作家協会東海支部 HP からお問い合わせください。 

 

 

 

■お問い合わせ 

○日本劇作家協会東海支部 HP 

○Loft Plan：電話 090-9929-8459 

 

 

□主催：日本劇作家協会東海支部、ナビロフト、Loft Plan 

□制作協力：名古屋演劇教室 

 

 

 

日本劇作家協会東海支部×ナビロフト 

 

ナビイチリーディング 
【第二回目】 

 
 
 
 

2017 年８月２８日（月） 

19:30〜21:30 

  

【会場：ナビロフト】 

名古屋市天白区井口二丁目 902  

TEL/FAX：052-807-2540 

 

 



□作家ご挨拶□ 
 

 

 

 
 

ヌーの食卓を書いたころ 

 

初演は 2011 年の秋だったかと思う。 

東日本大震災を受けて劇作家たちは「シンサイモノ」を書い

ていた時期だと思う。 

このヌーの食卓もそんな中書かれた、僕にとってのシンサイ

の話だ。 

もちろん僕は当事者じゃない。その時愛知に住んでた多くの

ヒトがそうであったように、僕はあのデキゴトをテレビで見て

いた。ショックだったのは間違いないけれど、それからの日々

で冗談も言ったし、笑ったし、ご飯も食べたし、普通に過ごし

ていた。 

今回のヌーの食卓はその後名古屋公演用に書き直し、2012

年に G/PIT チャレンジフェスティバルで上演し大賞を頂いた

作品だ。シンサイから 1 年後、初演と比べるとくだらないギャ

グもたくさん入れた。これが僕にとっての一つの結論だったん

だと、今になっては思う。 

シンサイがきっかけではあるけれど、身構えず、リラックス

して楽しんでいただきたいと思っている。僕も楽しんでこのリ

ーディングに混ざりたい。みなさんと同じ客席で。 

 

天野順一朗 

 

【今月の戯曲】 

天野順一朗（劇団「放電家族」）              

『ヌーの食卓（再再演 ver）』   
 

 

 

【リーディング・キャスト】 
 
 

 

男１：椎葉星亜（劇団んいい） 
 

男２：後藤章大（廃墟文藝部） 
 

男３：渡山博崇（星の女子さん） 
 

女：みちこ（劇団あおきりみかん） 
 

 

ト書き：中内こもる（劇団中内(仮)） 
 

コーディネーター：鹿目由紀（劇団あおきりみかん） 

ファシリテーター：ニノキノコスター（オレンヂスタ） 

 

ディスカッション・ゲスト 

はせひろいち（劇団ジャブジャブサーキット） 

 


